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M I C  M O N T H L Y  M A G A Z I N E
日
本
の

伝
統
工
芸
と

十
二
支

未ひ
つ
じ

　

約
８
０
０
年
の
歴
史
が
あ
る

と
い
う
福
岡
県
の
伝
統
工
芸
品

「
博
多
織
」
は
、
多
く
の
経
糸

に
、
緯
糸
を
強
く
打
ち
込
む
こ

と
で
厚
く
、
張
り
の
あ
る
生
地

に
織
り
上
が
る
の
が
大
き
な
特

徴
。
昔
か
ら
和
服
や
浴
衣
の
帯

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
筑
前
福
岡
藩
の

初
代
藩
主
・
黒
田
長
政
に
よ
っ

て
博
多
織
の
反
物
や
帯
が
幕
府

に
献
上
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
こ
か
ら
献
上
博
多
な
ど
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

博
多
織
の
帯
は
、
福
岡
県
那

珂
川
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

十
二
支
の
八
番
目
の
「
未
」

は
、
打
ち
消
し
の
意
味
を
持
つ

字
で
、
こ
れ
に
当
て
ら
れ
た
の

が
「
羊ひ
つ
じ」
で
す
。
ま
た
、
未
は

木
の
幹
か
ら
枝
が
伸
び
、
葉
が

茂
る
前
の
成
長
過
程
を
示
し
て

い
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

伸
び
や
か
な
成
長
と
無
限
の
可

能
性
な
ど
を
願
っ
て
つ
く
ら
れ

る
工
芸
品
が
多
い
よ
う
で
す
。

海
外
で
も
人
気
の

伝
統
工
芸
品

伸
び
や
か
な
成
長
と
可
能
性

博
多
織

子 丑
寅
卯
辰

巳午未
申
酉
戌
亥

其
の
八
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視
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障
害
者
等
向
け
放
送
の
普
及
に
向
け
た
取
組

11
月
9
日
（
水
）
か
ら
11
月
15
日
（
火
）
ま
で

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
！

こ
の
機
会
に
防
火
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

第
６
回　
緊
急
消
防
援
助
隊
全
国
合
同
訓
練

『
図
上
訓
練
』

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
方
法
が
無
料
で
学
べ
る
！

デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
の
講
習
会
を
全
国
で
実
施
し
て
い
ま
す

お
受
け
取
り
に
な
っ
て
い
な
い
簡
易
生
命
保
険
の

保
険
金
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

テ
レ
ワ
ー
ク
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ポ
ー
ト
事
業

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
に
関
し
て
総
合
的
に
支
援
す
る
窓
口
の
設
置

「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
を
テ
ー
マ
に
つ
な
が
る

企
業
・
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

電
波
の
安
全
性
に
関
す
る
説
明
会
の
ご
案
内

表紙の写真

ふるさと納税の返礼品にも

日本各地の
特産品

将棋駒・将棋盤 
山形県・天童市
全国的にも有名な天童の将棋駒。その将棋駒産業の
起こりは、江戸時代、旧天童藩士が内職として始め
たことに由来するそうです。天童市のふるさと納税
返礼品には、将棋駒と将棋盤のセットがあります。

V o l . 8

写真：有限会社ホリコシ（山形県天童市）
出典：「天童と将棋駒」（天童市商工観光課）

写真：OKANO 博多きもの制作所

2 3
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
の
取
組
事
例
を
紹
介
！

愛
知
県
半
田
市

取材協力：OKANO 博多きもの制作所（https://okano1897.jp/）
出典：「福岡の伝統工芸（福岡県商工部観光局）」（https://www.crossroadfukuoka.jp/traditionalcrafts/jpcraft/）

日
本
各
地
の
匠
の
技
で
創
ら
れ
た

伝
統
工
芸
の
干
支
を
、
地
域
の
関

わ
り
と
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

平成 27年の未年に合わせて制作された干支献上。羊のモ
チーフが織り込まれている（右）。福岡県那珂川市に本社工
房がある、創業 1897年の OKANO 博多きもの制作所（左）。
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総
務
省
で
は
、
放
送
分
野
に
お
け
る
情
報

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
す
べ
て
の
人
が
情
報

を
入
手
で
き
る
こ
と
）
の
確
保
を
実
現
す
る

た
め
、
テ
レ
ビ
放
送
に
お
い
て
、
視
聴
覚
障

害
者
や
高
齢
者
な
ど
、
様
々
な
方
に
配
慮
し

た
字
幕
放
送
・
解
説
放
送
・
手
話
放
送
（
図

1
）
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
や
自
然
災
害
の
頻
発
に
よ
り
、
命

と
暮
ら
し
に
関
わ
る
情
報
を
迅
速
か
つ
正
確

に
伝
え
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
放
送

が
果
た
す
社
会
的
・
公
共
的
役
割
の
重
要
性

を
踏
ま
え
る
と
、
障
害
者
や
高
齢
者
が
テ
レ

ビ
放
送
を
通
じ
て
迅
速
か
つ
正
確
に
情
報
を

知
り
、
社
会
参
加
し
て
い
く
上
で
、
字
幕
放

送
等
を
一
層
普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
字
幕
放
送
等
の
視
聴
覚
障
害

者
等
向
け
放
送
の
普
及
に
向
け
た
総
務
省
の

こ
れ
ま
で
・
こ
れ
か
ら
の
取
組
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
に
放
送
法
が
改

正
さ
れ
、
放
送
事
業
者
は
字
幕
番
組
や
解
説

番
組
を
可
能
な
限
り
多
く
設
け
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
総
務
省
で
は
様
々
な
施
策

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
に
、
郵

政
省
（
当
時
）
は
最
初
の
行
政
指
針
を
策
定

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
総
務
省
は
２
０
０
７

（
平
成
19
）
年
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年

に
各
放
送
事
業
者
の
字
幕
放
送
等
の
普
及
目

標
値
の
策
定
・
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
段
階
的
に
普
及
目
標
を
引
き
上
げ
る

こ
と
で
、
放
送
事
業
者
に
対
し
て
着
実
な
取

組
を
促
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
日
本
大

震
災
な
ど
の
大
規
模
災
害
を
踏
ま
え
て
、
緊

急
時
の
放
送
に
つ
い
て
、
で
き
る
限
り
す
べ

て
に
字
幕
を
付
与
す
る
な
ど
の
目
標
を
行
政

指
針
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
の
「
放
送
分
野
に
お
け
る
情
報
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
指
針
」（
図
２
）

は
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度
に
開
催
さ

れ
た
学
識
有
識
者
や
障
害
者
団
体
、
放
送
事

業
者
等
を
構
成
員
と
す
る
「
視
聴
覚
障
害
者

等
向
け
放
送
に
関
す
る
研
究
会
」
に
お
け
る

検
討
を
踏
ま
え
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年

２
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
字
幕
放
送
で
は
、

行
政
指
針
の
対
象
と
な
る
放
送
時
間
帯
の
拡

大
や
、
民
放
系
列
県
域
局
（
各
道
県
に
あ
る
、

キ
ー
局
と
呼
ば
れ
る
在
京
事
業
者
の
系
列
の

ロ
ー
カ
ル
局
）
の
目
標
値
の
新
設
を
行
い
ま

し
た
。
解
説
放
送
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
民
放
広

域
局
（
３
大
都
市
圏
で
都
府
県
に
ま
た
が
っ

て
放
送
す
る
、
キ
ー
局
な
ど
の
大
規
模
な
民

放
事
業
者
）
の
目
標
値
の
引
き
上
げ
や
、
民

放
系
列
県
域
局
の
努
力
目
標
値
の
新
設
を
行

い
ま
し
た
。
手
話
放
送
に
つ
い
て
も
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
と
民
放
広
域
局
に
対
し
て
初
め
て
目
標
値

を
定
め
、
普
及
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
政
指
針
は
２
０
２
７
（
令
和
９
）

年
度
ま
で
の
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
が
、

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
に
見
直
し
を
予

定
し
て
い
ま
す
。　
［
↖
６
ペ
ー
ジ
へ
続
く
］

字幕放送
（クローズドキャプション）

図 1　字幕放送・解説放送・手話放送のイメージ
手話放送

（手話ニュースほか）解説放送

テレビ画面に出演者・アナウン
サーの発言や台詞等を字幕で表示
している放送

テレビ画面の副音声チャンネルで、
音声のみで番組の内容が理解できる
よう、その番組に映っているシーンの
様子や登場人物の動作等が音声に
より描写されて提供される放送

視
聴
覚
障
害
者
等
向
け
放
送
の

普
及
に
向
け
た
取
組

特集は
じ
め
に

総
務
省
の
取
組

図２　放送分野における情報アクセシビリティに関する指針（2018年２月７日策定）

字幕放送（※ 1）

NHK

NHK

普及目標の対象

普及目標の対象

目標

目標

備考

備考

放送時間

放送時間

放送番組

放送番組

6時から25時
までのうち
連続した
18時間

7時から
24時

字幕付与可能な
全ての放送番組

権利処理上の理由等により
解説を付すことができない
放送番組を除く全ての放送
番組

大規模災害等が
発生した場合は、
この時間帯に関
わらず、できる限
り速やかに対応

「字幕付与可能な放送番組」
とは、次に掲げる放送番組を
除く全ての放送番組
①�技術的に字幕を付すことが
できない放送番組（例：現
在のところ複数人が同時に
会話を行う生放送番組）
②外国語の番組
③�大部分が器楽演奏の音楽
番組
④�権利処理上の理由等により
字幕を付すことができない放
送番組

「権利処理上の理由等により
解説を付すことができない放送
番組」とは次に掲げる放送番
組
①�権利処理上の理由により解
説を付すことができない放送
番組
② �2か国語放送や副音声など
2以上の音声を使用してい
る放送番組

③ 5.1ｃｈサラウンド放送番組
④�主音声に付与する隙間のな
い放送番組

地上系民放
（県域局以外）

地上系民放
（県域局以外）

（県域局）

（県域局）

放送衛星に
よる放送
（NHKの放送を除く）

放送衛星に
よる放送
（NHKの放送を除く）

通信衛星に
よる放送
有線テレビ
ジョン放送

通信衛星に
よる放送
有線テレビ
ジョン放送

・対象の放送番組の全てに字幕付与（※2）

・�2027年度までに対象の放送番組の15％以上（※4）
に解説付与

・�独立U局については、できる限り多くの番組に
字幕付与

・�独立U局については、できる限り多くの番組に
解説付与

・�2000年度に放送を開始した総合放送を行う事業
者以外の放送事業者については、�2027年度まで
に、できる限り対象の全てに字幕付与

・�2000年度に放送を開始した総合放送を行う事業
者以外の放送事業者については、できる限り目
標に近づくよう解説付与

・対象の放送番組の全てに字幕付与（※2）

・�2027年度までに対象の放送番組の15％以上（※4）
に解説付与

・�2027年度までに対象の放送番組の80％以上に
字幕付与。できる限り、対象の全てに字幕付与

・�2027年度までに対象の放送番組の10％以上に
解説付与に努める

・�2027年度までに対象の放送番組の50％以上に
字幕付与。できる限り、対象の全てに字幕付与

・�2027年度までに対象の放送番組の5％以上に解
説付与に努める

・当面は、できる限り多くの放送番組に字幕付与

・当面は、できる限り多くの放送番組に字幕付与

解説放送（※ 3）

手話放送

※1　字幕放送には、データ放送やオープンキャプションにより番組の大部分を説明している場合を含む
※2　7時から24時以外の1時間については、�2022年度までに対象の放送番組の全てに字幕付与

※3　大規模災害時等にチャイム音とともに緊急・臨時に文字スーパーを送出する場合、できる限り読み上げる等により音声で伝えるよう努めるものとする
※4　2022年度までに対象の放送番組の13.5％以上に解説付与
※5　2022年度までに対象の放送番組の19％以上に解説付与

NHK（放送衛星による放送を除く）および地上系民放（県域局を除く）については、
2027年度までに平均15分／週以上に手話付与

視聴覚障害者等向け放送の普及に向けた取組
特
集

・�教育放送および�BS1�については、できる限り
目標に近づくよう字幕付与
・�BS�プレミアムについては、対象の放送番組の
全てに字幕付与（※2）

・�教育放送については、2027年度までに対象の放
送番組の20％以上（※5）に解説付与
・�放送衛星による放送については、できる限り目
標に近づくよう解説付与

　本指針は、放送法第4条第2項等を踏まえ、放送分野における情報アクセシビリティの向上を図るため、字幕放送、解説放送お
よび手話放送の普及目標を定めるものである。
　本指針の運用に当たっては、障害者の権利に関する条約、障害者基本法、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律等
に鑑み、視聴覚障害者等の議論への参画の重要性を踏まえつつ新技術の積極的活用等により、視聴覚障害者等の情報アクセス機
会の一層の確保を図ることとする。
　また、本指針で示す目標達成年度をできる限り早期に達成するよう努めるとともに、毎年度実績をとりまとめて公表を行う等
フォローアップを行う。
　なお、本指針は、技術動向等を踏まえて、5年後を目途に見直しを行う。



特
集

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

NHK（総合）

NHK（教育）

在京キー局

在阪準キー局

系列県域局

独立県域局

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100
（％）

（年度）

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

NHK（総合）

NHK（教育）

在京キー局

在阪準キー局

系列県域局

独立県域局

（％）

（年度）

7 62 0 2 2  N o v e m b e r  Vo l . 2 6 3 2 0 2 2  N o v e m b e r  Vo l . 2 6 3M I C M I C

そ
の
た
め
、
新
た
に
「
視
聴
覚
障
害
者
等
向

け
放
送
の
充
実
に
関
す
る
研
究
会
」
を
開
催

し
、
見
直
し
に
向
け
た
議
論
を
行
い
ま
す
。

こ
の
研
究
会
で
は
、
直
近
の
字
幕
放
送
等
の

実
績
や
技
術
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
学
識
有

識
者
や
障
害
者
団
体
、
放
送
事
業
者
等
の
関

係
者
の
ご
意
見
を
丁
寧
に
伺
い
な
が
ら
、
今

後
の
字
幕
放
送
等
の
普
及
促
進
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
ま
す
。
研
究
会
の
取
り
ま
と
め
を

受
け
て
、
こ
の
行
政
指
針
の
改
正
案
に
つ
い

て
意
見
募
集
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
改
正
を
行
う
予
定
で
す
。

　

行
政
指
針
の
策
定
に
加
え
、
総
務
省
で
は
、

字
幕
番
組
等
の
制
作
費
や
生
放
送
番
組
へ
の

字
幕
付
与
設
備
の
整
備
費
に
対
し
て
助
成
す

る
こ
と
で
、
放
送
事
業
者
等
の
取
組
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
特
に
生
放
送
番
組
へ
の
字
幕

付
与
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
設
備
の
整
備
が

進
ん
で
お
ら
ず
、
生
放
送
の
報
道
特
別
番
組

や
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
番
組
へ
の
字
幕
付
与

が
難
し
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
手
話
放
送
の
課
題
と
し
て
、
手
話

通
訳
人
材
が
全
国
的
に
不
足
し
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
総
務
省
で

は
テ
レ
ビ
放
送
に
対
応
で
き
る
専
門
性
の
高

い
手
話
通
訳
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
２
０
１
８（
平
成
30
）年
度
か
ら
、
熟
練

の
手
話
通
訳
者
に
よ
る
講
義
や
実
技
・
講
評

を
行
う
研
修
会
を
年
2
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
事
業
者
の
着
実
な
取
組
に
よ
り
、
字

幕
放
送
・
解
説
放
送
・
手
話
放
送
は
い
ず
れ

も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
（
令

和
３
）
年
度
に
お
け
る
字
幕
放
送
の
実
績
に

つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
と
民
放
広
域
局
で

は
約
１
０
０
％
、
系
列
県
域
局
で
は
平
均

87
・
４
％
と
な
っ
て
お
り
、
行
政
指
針
に
お

け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
値
（
前
者
は
行
政
指

針
の
対
象
番
組
の
す
べ
て
、
後
者
は
80
％
以

上
）
を
達
成
し
て
い
ま
す
（
表
１
、
図
３
）。

ま
た
、
解
説
放
送
に
つ
い
て
も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

民
放
広
域
局
で
は
目
標
値
で
あ
る
「
対
象
番

組
の
15
％
以
上
」
を
達
成
し
（
表
２
、図
４
）、

手
話
放
送
に
つ
い
て
も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
民
放
広

域
局
の
多
く
は
目
標
値
で
あ
る
「
平
均
15
分

／
週
以
上
」
を
達
成
し
て
い
ま
す
（
表
３
）。

　

視
聴
覚
障
害
者
等
向
け
放
送
の
充
実
に
向

け
て
は
、
関
係
者
間
で
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
共
通
の
理
解
を
深
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
開

催
し
て
い
る
研
究
会
を
含
め
、
引
き
続
き
、

障
害
者
団
体
や
放
送
事
業
者
等
の
ご
意
見
を

踏
ま
え
て
、
視
聴
覚
障
害
者
等
向
け
放
送
の

普
及
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

字
幕
放
送
等
の
実
績

お
わ
り
に

図 3　行政指針の普及目標の対象となる放送番組における字幕番組の割合の推移

図 4　行政指針の普及目標の対象となる放送番組における解説番組の割合の推移

視聴覚障害者等向け放送の普及に向けた取組

表 1　行政指針の普及目標の対象となる放送番組における字幕番組の割合（令和元年度～令和 3 年度）

表 3　1週間当たりの手話放送時間（令和元年度～令和 3 年度）

表 2　行政指針の普及目標の対象となる放送番組における解説番組の割合（令和元年度～令和 3 年度）

放送事業者の種別

放送事業者の種別

放送事業者の種別

2019（令和元）年度

2019（令和元）年度

2019（令和元）年度

97.6％

54 分

17.9％

98.0％

43 分

16.6％

100％

76 分

15.2％

100％

2027（令和 9）年度に15分以上

・2022（令和4）年度に 13.5%以上
・2027（令和9）年度に 15%以上

89.9％

248 分

20.0％

92.7％

266 分

19.6％

94.3％

248 分

19.9％

できる限り100%に近づける

2027（令和 9）年度に15分以上

・2022（令和4）年度に 19%以上
・2027（令和9）年度に 20%以上

100％

19 分

17.1％

100％

20 分

16.7％

100％

18 分

17.6％

100％

2027（令和 9）年度に15分以上

・2022（令和4）年度に 13.5%以上
・2027（令和9）年度に 15%以上

100％

6 分

16.3％

100％

12 分

16.0％

100％

13 分

16.2％

100％

2027（令和 9）年度に15分以上

・2022（令和4）年度に 13.5%以上
・2027（令和9）年度に 15%以上

99.6％

18 分

15.8％

99.6％

23 分

16.4％

99.9％

24 分

17.7％

100％

2027（令和 9）年度に15分以上

・2022（令和4）年度に 13.5%以上
・2027（令和9）年度に 15%以上

28.8％

91 分

0.7％

35.5％

82 分

1.0％

40.0％

86 分

1.1％

できる限り多く

-

できる限り多く

82.8％

17 分

8.4％

86.6％

20 分

8.4％

87.4％

21 分

8.8％

・2027（令和 9）年度に 80%以上
・できる限り100%

-

2027（令和9）年度に10%以上に努める

2020（令和 2）年度

2020（令和 2）年度

2020（令和 2）年度

2021（令和 3） 年度

2021（令和 3） 年度

2021（令和 3） 年度

行政指針における目標値

行政指針における目標値

行政指針における目標値

NHK（総合）

NHK（総合）

NHK（総合）

NHK（教育）

NHK（教育）

NHK（教育）

在京キー 5局

在京キー 5局

在京キー 5局

在阪準キー 4局

在阪準キー 4局

在阪準キー 4局

独立県域局 13局

独立県域局 13局

独立県域局 13局

在名広域 4局

在名広域 4局

在名広域 4局

系列県域局 101局

系列県域局 101局

系列県域局 101局
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市の中心部を南北に流れる加古
川。河口の東岸に中心市街地が
広がる。市民の憩いの場である
広々とした河川敷には広場やマ
ラソンコースが。

加
古
川
市

市
民
と
と
も
に
進
め
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
と

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」

兵
庫
県

Kakogawashi

人口
（推計）

面積
URL

26万537人

（令和４年８月１日現
在）

138.48㎢

https://www.city.k
akogawa.

lg.jp

　本市は、毎年度、様々な分野に関する市民の満
足度や重要度を調査し、その改善をはかることで、
市民のみなさんが感じる幸福感のさらなる向上を
目指しています。
　また、地理的特性として、阪神間、姫路などに
短時間でアクセスできる場所でありながら、身近
なところで一級河川加古川や高御位山などの雄大
な自然を満喫することができます。現在、「加古
川ならでは」の魅力づくりを目指し、「かわまち
づくり」や、大型公園のリニューアルを進めつつ、
産業誘致や駅周辺の賑わいづくりを通じた雇用の
創出にも取り組んでいます。最近では、スマート
シティの分野で国内外から注目していただけるよ
うになっています。これからも引き続き、様々な
社会課題の解決に果敢にチャレンジしていきます。

「
オ
ー
プ
ン
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

夢
と
希
望
を
描
き

幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

加古川市長�岡田康裕

JR 加古川線の厄神駅から市
場駅の間の加古川に架かる国

くに

包
かね

の鉄橋。大正２年、播州鉄
道開通時に架けられた。

名物のかつめし。ライスにの
せた牛かつにデミグラスソー
スをかけ、茹でキャベツを添
え、箸で食べるのが定番。提
供店は 100店舗を超える。

見
み

土
と

呂
ろ

フルーツパーク（写
真）。日岡山公園、権現総合
公園などとともに、さらに魅
力的なアウトドアスポットと
してリニューアル予定。

市内には歴史ある神社仏閣が
多数存在する。市中心部にあ
る刀田山鶴林寺（写真）は聖
徳太子ゆかりの名刹。本堂と
太子堂は国宝に指定される。

橋食遊歴

磨
平
野
東
部
に
あ
る
加
古
川
市
の

中
央
部
に
は
、
兵
庫
県
で
最
大
の

一
級
河
川
で
あ
る
加
古
川
が
流
れ
、
南
に

面
す
る
播
磨
灘
に
注
い
で
い
ま
す
。

　

古
代
の
地
名
は
賀
古
郡
で
、
鹿
児
、
可

古
と
も
表
記
さ
れ
ま
し
た
。
水か

夫こ

に
由
来

す
る
と
の
説
が
あ
る
よ
う
に
加
古
川
は
古

く
か
ら
水
運
が
発
達
し
て
お
り
、
年
貢
米

な
ど
を
運
ぶ
高
瀬
舟
の
往
来
で
賑
わ
っ
た

舟し
ゅ
う

運う
ん

の
歴
史
を
持
ち
ま
す
。

　

古
代
か
ら
山
陽
道
も
通
り
、
江
戸
時
代

は
西
国
街
道
の
主
要
な
宿
場
町
と
し
て
本

陣
や
陣
屋
が
置
か
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
山
陽
本
線
（
神

戸
線
）
と
加
古
川
線
、
山
陽
電
鉄
が
通

り
、
神
戸
や
大
阪
、
姫
路
な
ど
の
大
都
市

に
短
時
間
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
利
便
性
か

ら
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
も
機
能
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

加
古
川
市
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ

り
生
活
の
質
を
高
め
、
市
民
満
足
度
の
向

上
を
図
る
た
め
令
和
３
年
３
月
に
「
加
古

川
市
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
」を
策
定
し
、

市
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
市
民
と

解
決
す
る
「
市
民
中
心
の
課
題
解
決
型
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
の
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
市
ゆ
か
り
の
プ
ロ
棋
士
が
６
人
も

い
る
こ
と
か
ら
「
棋
士
の
ま
ち
加
古
川
」

を
打
ち
出
し
、
加
古
川
駅
近
く
に
、
か
こ

が
わ
将
棋
プ
ラ
ザ
を
開
設
、
将
棋
教
室
や

大
会
な
ど
を
開
催
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
取
組
み
も
。

　

川
と
共
に
発
展
し
て
き
た
加
古
川
市
で

は
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
加
古
川
の

河
川
敷
に
賑
わ
い
を
創
出
す
る
「
か
わ
ま

ち
づ
く
り
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

播
地
方
の
か
が
や
き
　
兵
庫
県 

加
古
川
市

1

45

23

■「播磨富士」と呼ばれる標高約 300 ｍ
の高

たか

御
み

位
くら

山
やま

。頂上からの見晴らしは抜群。
■市民レガッタや関西学生選手権が行われ
る漕艇センター。ボートのレンタルや体験
教室も。■奈良県、東京都と並ぶ靴下三大
産地の兵庫県。製造事業者の約７割は加古
川市に。■但馬牛を市内の農家が大切に育
てた、地元ブランド牛「加古川和牛」。■
市内を歩いて巡る加古川ツーデーマーチ。
11月に開催。

1

2

3

4

5 加古川市

兵庫県南部に位置する
。施行時特例市に

指定される東播磨地方
の中核都市。北部

には農村が広がり、南
部の海岸沿いには

製鉄所が。
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地
方
の
か
が
や
き
　
兵
庫
県 

加
古
川
市

市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の

取
組
と
し
て
加
古
川
市
は
平

成
28
年
度
か
ら
見
守
り
カ
メ
ラ
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
１
４
７
５
台

の
見
守
り
カ
メ
ラ
を
市
内
各
所
に
設

置
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
自
治
体

が
所
有
・
設
置
す
る
台
数
と
し
て
最

大
規
模
。
成
果
と
し
て
昨
年
度
の
刑

法
犯
認
知
件
数
は
設
置
前
か
ら
半
減

し
、
犯
罪
の
早
期
解
決
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
官
民
協
働
事
業
と
し
て
見
守

り
カ
メ
ラ
に
ビ
ー
コ
ン
タ
グ
（
Ｂ
Ｌ

Ｅ
タ
グ
）
検
知
器
を
内
蔵
し
、
タ
グ

を
持
つ
人
の
位
置
情
報
履
歴
を
保
護

Ｊ
Ｒ
加
古
川
駅
か
ら
徒
歩
圏

に
一
級
河
川
加
古
川
の
広

大
な
河
川
敷
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
緑

地
に
魅
力
的
な
空
間
を
形
成
す
る
と

と
も
に
駅
か
ら
河
川
敷
に
至
る
地
域

に
回
遊
性
の
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
す
る
の
が
加
古
川
市
の
「
か
わ

ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

加
古
川
市
で
は
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
補
助
金
と
し
て
社
会
一

者
や
家
族
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り

見
守
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
も

行
っ
て
お
り
、
小
学
1
年
生
と
認
知

症
に
よ
り
行
方
不
明
の
恐
れ
の
あ
る

高
齢
者
は
市
の
補
助
で
初
期
登
録
料

と
月
額
利
用
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

加
古
川
市
は
、「
誰
も
が
豊
か
さ

を
享
受
で
き
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
加

古
川
～
幸
せ
を
実
感
で
き
る
加
古
川

の
実
現
に
向
け
て
～
」
を
基
本
理
念

と
し
て
、
令
和
2
年
度
に
加
古
川
市

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
を
策
定
し
ま

し
た
。
市
民
な
ど
が
意
見
や
ア
イ
デ

ア
を
寄
せ
、
議
論
し
、
政
策
に
結
び

つ
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
ツ
ー
ル
で

般
の
利
益
を
目
的
と
す
る
事
業
の
経

費
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
河
川
敷
の

活
用
に
向
け
た
社
会
実
験
と
し
て
こ

の
制
度
を
使
っ
て
河
川
敷
の
イ
ベ
ン

ト
を
募
集
。
昨
年
度
は
9
団
体
、
今

年
度
は
21
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
が
企
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

並
行
し
て
昨
年
度
、
加
古
川
市
は

河
川
敷
の
活
用
方
法
に
関
し
て
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
す
る
と
と
も
に
Ｄ
ｅ
ｃ
ｉ
ｄ
ｉ
ｍ

を
利
用
し
、
市
民
の
意
見
や
ア
イ
デ

あ
る
「
市
民
参
加
型
合
意
形
成
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
加
古
川
市
版
Ｄ

ｅ
ｃ
ｉ
ｄ
ｉ
ｍ
※
）」
を
日
本
の
自

治
体
と
し
て
初
め
て
導
入
し
、「
市

民
中
心
の
課
題
解
決
型
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ア
を
聴
き
、
こ
れ
を
反
映
し
て
「
加

古
川
市
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
同
計
画
は
今
年
8

月
、
国
土
交
通
省
の
か
わ
ま
ち
づ
く

り
支
援
制
度
※
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
国
と

市
な
ど
が
役
割
分
担
し
、
親
水
護
岸

や
広
場
等
を
整
備
し
、
河
川
空
間
の

多
様
な
利
用
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想

駅
に
近
い
河
川
敷
を
賑
わ
い
の
場
へ
有
効
利
用

か
わ
ま
ち
づ
く
り

通学路や学校周辺、公園周辺や主要道路の
交差点などを中心に見守りカメラを設置し
ている。ハンドメイド雑貨の販売やパフォーマンスショーなどが行

われるエコ啓発イベント「ロハスパーク加古川」。

3月の KAKOGAWA�MUSIC�FES。ホフディランなどが出
演、１万人が来場した。次回は来年 3月 26日に予定。

昨年 6月に開催したシンポジウム「川
かわ

った未来を考えて
みよう！�in 加古川」。参加者は河川敷を体感した。

通過履歴がスマートフォンの専用アプリで
確認できる見守りサービスは複数社のビー
コンタグに対応。

代表の高松清英さん

400年受け継がれた伝統製法日本初の純国産パスタ

地元産材料にこだわり無添加で麹や味噌を手作り
している「高松清太夫老舗」。味噌は市内の学校
給食にも提供。

日本で開発されたデュラム小麦の新品種セト
デュールを生産。これを原料に製造された純国産
の「加古川パスタ」を株式会社八幡営農が販売。

い
い
お
店

見
つ
け
た
！

お
い
し
い
を

届
け
る
！

靴下のアンテナショップ

兵庫県靴下工業組合直営のアンテナショップの靴
下専門店「かこがわ工房Kips（キップス）」。用
途や機能で選べる靴下は全て兵庫県産。 Decidim の機能を用いて愛称を決定した「かこてらす」は

東加古川公民館と東加古川子育てプラザの複合施設。

加古川市 市民参加型合意形成プラットフォーム Decidim（デシディム）
https://kakogawa.diycities.jp/

経験から得られた
感覚を頼りに
ていねいに手造り
しています

代表取締役の本岡壮一さん

日本の気候に合う
デュラム小麦の栽培方法を
確立しました

機能性に優れた靴下を取り扱っています
冷えやむくみなどのお悩みがあれば
相談してください

スタッフの
廣居泉さん

※Decidim：市民の意見を集め、議論を集約し、
政策に結びつけていくための機能を有するスペ
イン・バルセロナ生まれのツール。世界の 30 を
超える自治体で利用される。

※
か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度
：「
河
川
空
間
」
と

「
ま
ち
空
間
」
が
融
合
し
た
良
好
な
空
間
を
形
成
し

地
域
の
賑
わ
い
創
出
を
目
指
す
取
組
。
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令
和
３
年
中
の
火
災
に
よ
る
総
死
者
数

は
１
４
０
０
人
で
、
こ
の
う
ち
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
数
は
９
１
３
人
と
、
多
く
の

犠
牲
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
（
死
者
数
は

概
数
値
）。

　

こ
れ
ら
の
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を
減
ら

す
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
一
人
一
人
が
生

活
の
中
で
防
火
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

消
防
庁
で
は
、
本
年
11
月
９
日
（
水
）

か
ら
15
日
（
火
）
ま
で
（
一
部
地
域
を
除

く
）
の
７
日
間
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運

動
を
実
施
し
ま
す
。
今
回
の
火
災
予
防
運

動
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の

徹
底
、
適
切
な
維
持
管
理
の
必
要
性
、
方

法
等
の
具
体
的
な
広
報
お
よ
び
経
年
劣
化

し
た
機
器
の
交
換
の
推
進
や
、
た
ば
こ
火

災
に
係
る
注
意
喚
起
広
報
の
実
施
を
は
じ

め
と
す
る
「
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
」
な

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
、
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
占
め
る
割
合
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
こ

こ
数
年
で
は
約
７
割
前
後
を
推
移
し
て
い

ま
す
。

　

出
火
原
因
で
は
、
た
ば
こ
、
電
気
器
具
、

ス
ト
ー
ブ
の
割
合
が
多
く
、
特
に
電
気
器

具
が
原
因
の
火
災
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

時
間
帯
別
で
死
者
の
発
生
割
合
を
み
る

と
、
０
時
か
ら
６
時
ま
で
の
時
間
帯
で
死

者
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

死
者
の
発
生
し
た
経
過
を
み
る
と
、
逃

げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
数
の
割
合
が
８
割
以

上
を
占
め
て
お
り
、
高
齢
に
な
る
に
つ
れ

て
着
衣
着
火
の
割
合
も
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
逃
げ
遅
れ
に
つ
い
て

は
、
火
災
の
発
見
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
る

逃
げ
遅
れ
よ
り
も
、
体
力
的
条
件
や
、
逃

げ
る
機
会
を
失
っ
た
こ
と
、
逃
げ
切
れ
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
庁
で
は
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の

ど
を
重
点
目
標
と
し
て
実
施
要
綱
に
定
め

て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
は
、
火

災
予
防
運
動
期
間
中
に
点
検
を
実
施
し
、

発
生
を
防
ぐ
た
め
、
多
く
の
方
に
理
解
し

て
い
た
だ
き
や
す
い
よ
う
に
そ
の
対
策
を

ま
と
め
た
、「
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守

る　

10
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
作
成
し
て
い
ま

す
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト 

●
４
つ
の
習
慣

１
．�

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、さ
せ
な
い
。

２
．�

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

３
．�

こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離

れ
な
い
。

４
．�

コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不

必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

●
６
つ
の
対
策

１
．�

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、

ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
な
ど
は
安

全
装
置
の
付
い
た
機
器
を
使
用

す
る
。

２
．�

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的

に
点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交

換
す
る
。

３
．�

火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、寝
具
、衣

類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

４
．�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

故
障
・
老
朽
化
し
た
機
器
を
交
換
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池
の

寿
命
は
10
年
と
い
わ
れ
て
お
り
、
電
子
部

め
に
、
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、
使
い

方
を
確
認
し
て
お
く
。

５
．�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、

避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確
保
し
、

備
え
て
お
く
。

６
．�

防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪
問

な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対

策
を
行
う
。

　

併
せ
て
、
消
防
庁
で
は
火
災
予
防
啓
発

用
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
消
防
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
住
宅
火
災

か
ら
い
の
ち
を
守
る
た
め
の
対
策
の
確
認

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

品
の
劣
化
な
ど
に
よ
る
故
障
の
お
そ
れ
も

あ
る
た
め
、
設
置
後
10
年
を
目
安
に
本
体

の
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

MIC
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01
11
月
９
日
（
水
）
か
ら
11
月
15
日
（
火
）
ま
で

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
！

こ
の
機
会
に
防
火
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

毎
年
千
人
近
く
の
方
が

住
宅
火
災
の
犠
牲
に

重点目標

住宅防火対策
の推進

特定防火対象物
などにおける防火
安全対策の徹底

放火火災防止対策
の推進

乾燥時および
強風時の火災発生
防止対策の推進

製品火災の発生
防止に向けた
取組の推進

木造飲食店などが
密集する地域に対する

防火指導の推進

多数の者が集合する
催しに対する火災

予防指導などの徹底

住宅用火災警報器（住警器）の維持管理について

●定期的な作動確認
点検ボタンを押すか点検ひもを
ひっぱり、定期的（※1）に作動確
認をしましょう。

作動確認をしても警報器に反
応がなければ、本体の故障か
電池切れです。（※ 2）警報器
の本体または電池を交換しま
しょう。

●古くなったら交換
火災警報以外の警報が鳴った場合

本体の故障か電池切れです。
（※ 2）警報器本体を交換しま
しょう。

※ 1　�住宅用火災警報器の電池の寿命の目安は約 10年とされています。警報器の作動確認は、春
秋の火災予防運動の時期に行うなど、定期的に実施してください。

※ 2　�故障か電池切れか分からないときは、取扱説明書を確認するか、メーカーにお問い合わせください。
なお、電池切れと判明した警報器が設置から10年以上経過している場合は、本体内部の電
子部品が劣化して火災を感知しなくなることが考えられるため、本体の交換を推奨しています。

２
０
２
２
年
度

全
国
統
一
防
火
標
語

全国統一
防火標語ポスター

秋季全国
火災予防運動ポスター

死
者
が
発
生
し
た

住
宅
火
災
に
つ
い
て

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

10
の
ポ
イ
ン
ト

消防庁ホームページ
「住宅防火　いのちを守る 10 のポイント～ 4 つの習慣・6 つの対策～」
https://www.fdma.go.jp/relocation/html/life/yobou_contents/materials/

問い合わせ先

お
出
か
け
は

マ
ス
ク
戸
締
り

火
の
用
心



15 142 0 2 2  N o v e m b e r  Vo l . 2 6 3 2 0 2 2  N o v e m b e r  Vo l . 2 6 3M I C M I C

MIC
NEWS

02
　

消
防
庁
で
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の
消

火
・
救
助
技
術
や
指
揮
・
連
携
活
動
能
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
７

　

実
際
に
部
隊
を
出
動
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

会
議
室
等
に
お
い
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
と

プ
レ
イ
ヤ
ー
に
分
か
れ
て
、
付
与
さ
れ
た
想

定
を
基
に
情
報
収
集
、
情
報
分
析
お
よ
び
意

思
決
定
を
行
い
部
隊
を
運
用
す
る
と
い
う
、

災
害
の
状
況
に
対
応
す
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
方
式
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
で
す
。

　

消
防
庁
、
静
岡
県
内
消
防
関
係
機
関
、
和

歌
山
県
内
消
防
関
係
機
関
、
高
知
県
内
消
防

関
係
機
関
、
宮
崎
県
内
消
防
関
係
機
関
、
緊

急
消
防
援
助
隊
協
力
部
隊
、
警
察
、
自
衛
隊
、

海
上
保
安
庁
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
内
閣
府
防
災
等

　

令
和
4
年
11
月
12
日
（
土
）、
13
日
（
日
）

に
は
「
第
６
回
緊
急
消
防
援
助
隊
全
国
合
同

訓
練
『
実
動
訓
練
』」
を
静
岡
県
で
実
施
し

ま
す
。
部
隊
数
約
７
０
０
隊
、
参
加
人
数
約

２
７
０
０
人
規
模
と
過
去
最
大
規
模
の
実
動

訓
練
で
、
13
日
（
日
）
は
実
際
の
訓
練
風
景

を
見
学
し
て
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

で
、
約
１
４
０
０
人
規
模
と
い
う
過
去
最
大

規
模
の
図
上
訓
練
と
な
り
ま
し
た

　

令
和
４
年
７
月�

27�

日
（
水
）
９
時�

00�

分

頃
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
遠
州
灘
を
震
源

と
す
る
Ｍ
８
ク
ラ
ス
の
先
発
地
震
が
発
生

し
、
中
部
・
近
畿
地
方
を
中
心

に
建
物
倒
壊
、
津
波
浸
水
、
市

街
地
火
災
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
火
災
、
土
砂
災
害
な
ど
複
合

的
な
災
害
が
広
範
囲
で
発
生
し

た
。
多
く
の
災
害
が
発
生
し
て

い
る
中
、
さ
ら
に
発
災
か
ら
29

時
間
後
の
翌
日�

14�

時�

00�

分
頃
、

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
四
国
沖
を

震
源
と
す
る
Ｍ
８
ク
ラ
ス
の
後

発
地
震
が
発
生
。
中
部
・
近
畿

地
方
で
被
害
が
あ
る
中
、四
国
・

九
州
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
部
に

も
複
合
的
な
災
害
が
広
範
囲
で

発
生
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
訓
練
想
定
に
対

し
、
消
防
庁
で
は
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
お
け
る
緊
急
消
防
援
助

隊
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン（
※
２
）

を
適
用
し
、
先
発
地
震
で
大
き

く
被
災
し
た
受
援
県
に
全
国
か

ら
部
隊
を
派
遣
。
そ
れ
ら
の
部

隊
が
出
動
途
上
、
あ
る
い
は
受

援
県
に
到
着
し
災
害
救
助
活
動
を
し
て
い
る

さ
な
か
、
後
発
地
震
が
発
生
し
た
た
め
、
そ

の
被
害
状
況
に
つ
い
て
速
や
か
に
情
報
収
集

し
、
先
発
地
震
に
よ
る
受
援
県
と
も
調
整
し

な
が
ら
、
後
発
地
震
発
生
後
の
状
況
に
応
じ

て
部
隊
を
適
正
に
再
配
置
す
る
と
い
う
訓
練

で
し
た
。
参
加
４
県
、
県
内
消
防
本
部
で
は

自
県
内
の
被
害
に
対
応
し
な
が
ら
、
消
防
庁

に
示
さ
れ
た
緊
急
消
防
援
助
隊
の
部
隊
運
用
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
活
動
を
展
開
し
ま
し

た
。

年
の
創
設
以
来
お
お
む
ね
５
年
に
１
回
、

全
国
の
緊
急
消
防
援
助
隊
が
一
堂
に
会
し

て
行
う
全
国
合
同
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、南
海
ト
ラ
フ
地
震（
※
1
）

を
想
定
し
た
も
の
と
し
て
初
め
て
の
「
第

６
回
緊
急
消
防
援
助
隊
全
国

合
同
訓
練
『
図
上
訓
練
』」
を
、

令
和
４
年
７
月
27
日
（
水
）
に

消
防
庁
、
静
岡
県
、
和
歌
山
県
、

高
知
県
、
宮
崎
県
に
お
い
て
実

施
し
ま
し
た
。

第
６
回　

緊
急
消
防
援
助
隊
全
国
合
同
訓
練

　
　
　
　
『
図
上
訓
練
』

消防庁�広域応援班

消防庁　広域応援室長挨拶

図
上
訓
練
と
は

https://www.fdma.go.jp/
mission/prepare/rescue/
post-12.html#kinshoutai01

【
参
考
】

（
※
１
）

南
海
ト
ラ
フ
地
震
：
今
後
30
年
間
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８

か
ら
９
ク
ラ
ス
の
地
震
が
発
生
す
る
確
率
が
70
％
程
度
あ

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
地
震
。

（
※
２
）

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
け
る
緊
急
消
防
援
助
隊
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
：
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
際
に
は
全
国

各
地
か
ら
の
応
援
が
必
要
と
な
る
た
め
、
全
国
の
緊
急
消

防
援
助
隊
が
迅
速
、
的
確
に
被
災
地
に
お
い
て
活
動
で
き

る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
運
用
方
針
等
を
定
め
る
も
の
で
す
。

想
定
震
源
域
の
全
体
が
破
壊
（
全
割
れ
）
さ
れ
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
ク
ラ
ス
の
地
震
だ
け
で
な
く
、
一
部
の
領
域

で
割
れ
残
り
（
半
割
れ
）
が
生
じ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
最
初
の
地
震
（
先
発
地
震
）
に
加
え
て
後
発

地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
令
和
２

年
７
月
に
同
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
内
容
を
一
部
改
訂
し

ま
し
た
。

１

訓
練
参
加
機
関

訓
練
想
定

２

３

第
６
回
緊
急
消
防
援
助
隊

全
国
合
同
訓
練

『
実
動
訓
練
』
告
知

４

消防庁HP・
第６回緊急消防
援助隊全国合同
訓練PR 動画

静
岡
県

消
防
応
援
活
動
調
整
本
部

高
知
県�

消
防
応
援
活
動
調
整
本
部

和
歌
山
県�

消
防
応
援
活
動
調
整
本
部

宮
崎
県�

消
防
応
援
活
動
調
整
本
部
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総
務
省
で
は
、
携
帯
電
話
や
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
な
ど
の
電
波
が
人
体
や
医
療
機
器
等
に

与
え
る
影
響
等
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
一
般
の
方
を
対

象
に
「
電
波
の
安
全
性
に
関
す
る
説
明

会
」、
医
療
関
係
者
等
を
対
象
に
「
医
療

機
関
に
お
い
て
安
心
・
安
全
に
電
波
を
利

用
す
る
た
め
の
説
明
会
」
を
そ
れ
ぞ
れ
開

催
し
て
い
ま
す
。

■
一
般
向
け

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
携
帯
電
話
や
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、
電
波
は

私
た
ち
の
生
活
に
身
近
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
電
波

利
用
の
拡
大
と
多
様
化
に
伴
い
、
人
体
や

健
康
へ
の
影
響
を
心
配
す
る
声
も
聞
か
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。
通
信
機
器
等
が
発
す
る

電
波
の
安
全
性
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を

深
め
る
た
め
、
電
波
に
よ
る
人
体
や
健
康

へ
の
影
響
に
関
す
る
分
野
の
専
門
家
が
わ

か
り
や
す
く
解
説
す
る
「
電
波
の
安
全
性

に
関
す
る
説
明
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す

（
表
１
）。
な
お
、
会
場
へ
の
来
場
と
オ
ン

ラ
イ
ン
ど
ち
ら
で
も
参
加
可
能
で
す
。

■
医
療
関
係
者
向
け

　

医
療
関
係
者
等
を
対
象
に
、
専
門
家
が

病
院
内
に
お
け
る
電
波
を
利
用
し
た
医
用

機
器
の
適
正
な
利
用
、
電
波
の
医
療
機
器

へ
の
影
響
事
例
や
課
題
を
わ
か
り
や
す
く

紹
介
し
ま
す
。
会
場
で
の
参
加
の
ほ
か
、

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
（
表
２
）。

　

ま
た
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

医
療
関
係
機
関
に
専
門
家
を
派
遣
し
、
出

前
講
演
や
助
言
を
行
う
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援

も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
各
総
合
通
信

局
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
波
の
安
全
性
に
関
す
る
説
明
会
の
ご
案
内
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安全性説明会の様子

https://www.tele.
soumu.go.jp/j/
sys/fees/other/
commtab1/

各総合通信局お問い合わせ先

一般向け説明会ページ

医療関係者向け説明会ページ

一般向け
説明会

医療関係者
向け

説明会

表１: 一般向け説明会　今後のスケジュール

表２: 医療関係者向け説明会　今後のスケジュール

開催日程

開催日程

開催場所

開催地等

2022 年12 月6日

2022 年11月25日

2022 年11月11日

2022 年11月予定

2022 年11月予定

2022 年12 月予定

2023 年1月予定

オンライン開催

オンデマンド配信

熊本県八代市

オンデマンド配信

静岡県
浜松市

滋賀県
大津市

秋田県
秋田市

サーラシティ浜松

びわ湖大津プリンスホテル

秋田拠点センターアルヴェ

※上記以降の予定については、下記の一般向け説明会ページに掲載します。

※上記以降の予定については、下記の医療関係者向け説明会ページに
　掲載します。

医用電気機器のイメージ

https://omc.co.jp/denpa2022/

https://www.tele.soumu.go.jp/j/sys/ele/
medical/lecture/

基本的なコンサルティングの流れ

テレワーク導入のメリット、
効果に関すること

労務管理上の留意点に
関すること

テレワーク時の情報
セキュリティに関すること

課題確認と解決策検討
現状の把握

準備のための措置制度
システム設計

導入準備

継続・発展に向けて
課題と対策を検討

導入後フォロー

テレワーク導入時の
就業規則に関すること

テレワークに適した
システムやICT機器に

関すること

例えば、
このような
お悩みは
ありませんか？

　

総
務
省
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
知
見
・

ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
有
す
る
専
門
家
（
テ
レ

ワ
ー
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）　

が
、テ
レ
ワ
ー

ク
の
導
入
等
を
検
討
す
る
企
業
・
団
体
等

に
対
し
、
無
料
で
助
言
や
情
報
提
供
等
を

行
う
相
談
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
は
「
テ
レ
ワ
ー
ク
・

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
と
し

て
厚
生
労
働
省
と
連
携
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク

に
関
す
る
「
I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）」

と
「
労
務
管
理
」
の
双
方
に
つ
い
て
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
で
き
る
窓
口
を
テ
レ

ワ
ー
ク
相
談
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、
テ
レ

ワ
ー
ク
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
企
業
等
に

対
し
、
総
合
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
「
I
C
T
活
用
」
か
ら
「
労
務
管
理
」

ま
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
ご
相
談
、

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

対
応
し
、「
良
質
な
テ
レ
ワ
ー
ク
」の
導
入
・

定
着
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■ 

テ
レ
ワ
ー
ク
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・

　

 

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
概
要

·
相
談
対
応

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
・
実
施
時
に
お
け

る
I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
や
労
務
管

理
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
電
話
や
電

子
メ
ー
ル
に
て
相
談
対
応
い
た
し
ま
す
。

·
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
実
施

　

専
門
的
知
識
を
有
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
、
企
業
か
ら
の
要
望
に
応

じ
、
具
体
的
な
導
入
支
援
を
行
う
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
３
回
ま
で
無
料
で
実
施
い

た
し
ま
す
。

■ 

令
和
3
年
度
：
主
な
相
談
対
応
事
例

●
規
程
類
の
見
直
し
、
環
境
面
で
の
整

備
は
進
め
て
い
る
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
利
用

が
進
ま
な
い
た
め
、
他
社
事
例
等
も
含

め
て
課
題
解
決
方
法
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
は
じ

め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
目
的
を
定
め
る
こ

と
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
。
ま
た
、
課

題
と
な
っ
て
い
る
評
価
の
問
題
、
I
C
T

環
境
の
見
直
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
問
題
等
は
、
他
社
事
例
を
用
い
て
課
題

解
決
の
考
え
方
を
説
明
。

●
完
全
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
、
誰
も
が
自

分
の
時
間
に
合
わ
せ
て
働
け
て
、
各
自
の

仕
事
ぶ
り
に
応
じ
て
報
酬
が
得
ら
れ
る
組

織
の
構
築
方
法
に
つ
い
て
教
え
て
欲
し
い
。

　

情
報
共
有
策
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ス

ト
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を
ア
ド
バ
イ

ス
。
ま
た
、他
社
事
例
を
示
し
つ
つ
、デ
ー

タ
管
理
・
活
用
方
法
、
業
務
分
担
方
法
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
促
進
策
を
提
案
。

テ
レ
ワ
ー
ク
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・

サ
ポ
ー
ト
事
業

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
に
関
し
て
総
合
的
に
支
援
す
る
窓
口
の
設
置
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基本的なコンサルティングの流れ

テレワーク導入のメリット、
効果に関すること

労務管理上の留意点に
関すること

テレワーク時の情報
セキュリティに関すること

課題確認と解決策検討
現状の把握

準備のための措置制度
システム設計

導入準備

継続・発展に向けて
課題と対策を検討

導入後フォロー

テレワーク導入時の
就業規則に関すること

テレワークに適した
システムやICT機器に

関すること

例えば、
このような
お悩みは
ありませんか？

基本的なコンサルティングの流れ

テレワーク導入のメリット、
効果に関すること

労務管理上の留意点に
関すること

テレワーク時の情報
セキュリティに関すること

課題確認と解決策検討
現状の把握

準備のための措置制度
システム設計

導入準備

継続・発展に向けて
課題と対策を検討

導入後フォロー

テレワーク導入時の
就業規則に関すること

テレワークに適した
システムやICT機器に

関すること

例えば、
このような
お悩みは
ありませんか？

テレワーク相談センター
住所：〒101-0051 東京都千代田区神保町
1-103 東京パークタワー 2 階

電話：0120-861009
メール：sodan@japan-telework.or.jp

※相談対応時間：平日
（月～金）9:00～ 17:00
（祝日、年末年始を除く）

https://www.tw-sodan.jp/

問い合わせ先

テレワーク相談センター 検索



「くらし」と「しごと」をつなぐ   
働き方の

新しいスタイル

テレワーク

働く環境

就業形態

コミュニケーション

災害パンデミック対策 DXの推進

いつでも

どこでも

誰とでも

事業の継続

ウェルビーイング
ワークライフマネージメント

企業価値向上

在宅勤務、サテライトオフィスの利用など、テレワークは仕事や暮らしを、よりよくする手段です。
テレワーク月間では、国民一人ひとりのライフステージに応じた生活スタイルの実現を目指しています。

主唱：テレワーク月間実行委員会（内閣官房内閣人事局、内閣府地方創生推進室、デジタル庁、総務省、厚生労働省、経済産業省、国土交通省、観光庁、産業界、学識者で構成）

検索テレワーク月間

皆さま、ご一緒に働き方の新しいスタイルを広めていきましょう。

テレワーク月間の趣旨に賛同し、ご自身のテレワーク関連活動を
登録いただける企業等を募集しています。

11月はテレワーク月間

2022
teleworkgekkan.go.jp
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「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
を
テ
ー
マ
に
つ
な
が
る

企
業
・
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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テ
レ
ワ
ー
ク
月
間
最
終
日
で
あ
る
11
月

30
日
に
は
、
総
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
経

済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
主
催
で
「
働
く
、

が
変
わ
る
」
テ
レ
ワ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
先
駆
者
総
務
大
臣
賞

お
よ
び
輝
く
テ
レ
ワ
ー
ク
賞
厚
生
労
働
大

臣
の
合
同
表
彰
式
を
実
施
予
定
で
す
。
総

務
省
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
導
入
・
活
用
を
進
め
て
い
る
企

業
・
団
体
を
「
テ
レ
ワ
ー
ク
先
駆
者
」
と
し
、

そ
の
中
か
ら
十
分
な
実
績
を
持
つ
団
体
等

を
「
テ
レ
ワ
ー
ク
先
駆
者
百
選
」
と
し
て

公
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
度

に
は
「
テ
レ
ワ
ー
ク
先
駆
者
百
選　

総
務

大
臣
賞
」
を
創
設
し
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
先

駆
者
百
選
」
の
中
か
ら
特
に
優
れ
た
取
組

を
行
っ
て
い
る
企
業
・
団
体
を
表
彰
し
て

い
ま
す
。

　

表
彰
式
は
、
会
場
（
御
茶
ノ
水
ソ
ラ
シ

テ
ィ
、
東
京
都
）
で
の
観
覧
の
他
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
リ
ア
ル
配
信
も
実
施
し
ま
す
。

　

是
非
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
良
さ
に
触
れ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
月

間
実
施
団
体
の
登
録
も
、
併
せ
て
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

総
務
省
は
、
内
閣
官
房
、
内
閣
府
、
デ

ジ
タ
ル
庁
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
日
本
テ
レ
ワ
ー
ク
協
会
、

日
本
テ
レ
ワ
ー
ク
学
会
と
連
携
し
て
、
11

月
を
テ
レ
ワ
ー
ク
月
間
と
し
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
更
な
る
普
及
に
向
け
て
、
集
中
的
に

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
ま
す
。
テ
レ

ワ
ー
ク
月
間
期
間
中
は
駅
構
内
や
イ
ベ
ン

ト
会
場
等
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
出
す
る
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
注
1
）
に
お
い
て
実
施

団
体
登
録
を
受
け
付
け
る
な
ど
、
今
ま
で

以
上
に
み
な
さ
ん
に
も
参
加
し
て
も
ら
え

る
テ
レ
ワ
ー
ク
月
間
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　

総
務
省
の
取
組
と
し
て
は
、
メ
タ
バ
ー

ス
を
活
用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
や
、
完
全
テ

レ
ワ
ー
ク
に
切
り
替
え
て
い
る
企
業
の
情

報
発
信
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
拡
大
し

た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
、
今
後
の
新
し
い
形
を

紹
介
す
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
全
国
各
地
の
総
合
通

信
局
、
総
合
通
信
事
務
所
で
も
イ
ベ
ン
ト

シ
ョ
ン
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
イ
ン
パ
ク
ト

２
０
２
２
」
を
開
催
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を

活
用
し
た
新
し
い
働
き
方
で
あ
る
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
も

実
施
し
ま
す
。

を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る

取
組
や
先
進
企
業
を
紹
介
す
る
よ
う
な
取

組
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
治
体
協
議

会
（
注
2
）
と
も
連
携
し
て
「
ワ
ー
ケ
ー

https://teleworkgekkan.go.jp/
（注１）テレワーク月間ホームページ

（注２）和歌山県および長野県が全国の自治体に参加を呼びかけ、ワーケー
ションの普及促進を目的として令和元年 11月に 65 自治体により設立。
令和 4年 9月 6日時点で 208自治体（1道 23県 184 市町村）が参加。

令和４年度　テレワーク月間ポスター

令和 3年度テレワーク月間で開催したイベントの様子

※
今
年
度
の
表
彰
団
体
の
募
集
は
、
す
で
に
終
了
し
て
い

　

ま
す
。

＜参考＞令和３年度
　　　　テレワーク先駆者百選総務大臣賞受賞企業

日本航空
株式会社

株式会社
三技協

株式会社
ニット

ネットリンクス
株式会社

株式会社
エグゼクティブ

愛和
税理士法人

企業名 取組概要

全社的にテレワークを推進する大企業。併せ
て、IT改革、業務棚卸し、業務プロセス改革
を実施。

建設業（ブロードバンドインフラ事業等）に
おいて、全ての役員・従業員がテレワーク可
能。テレワークにより、地方都市居住の人を
採用。

フルリモートで運営するオンラインアウト
ソーシングサービス。副業・複業可。社員の
ほか、日本全国、世界33か国の 400名の
メンバーに発注。

全従業員がテレワーク可能。テレワークは子
育てのための特別な働き方というイメージを
払拭し、全従業員を対象とする公平な制度化。

全社全部門で 100％テレワーク。在宅勤務
日ではなく出勤日を自由選択。オフィスは、
仕事場ではなく、コミュニケーション＋遊び
場。

中小企業、士業でのテレワークモデルとなる
ことを期待。セキュリティに関し、人為的要
因に言及し、リスク低減の取組を明文化。



総数（2,015 人）

18～29歳（228人）

30～39歳（240人）

40～49歳（366人）

50～59歳（324人）

60～69歳（335人）

70歳以上（522人）

利用している（小計）77.8 利用していない（小計）21.6

よく
利用している

ときどき
利用している

無回答 ほとんど
利用していない

利用して
いない

（％）0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

68.0
96.9
97.1

90.2
84.3

55.5
24.3 8.0

6.9 18.8
49.8
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総
務
省
で
は
、
民
間
企
業
や
地
方
公
共

団
体
な
ど
と
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の

方
々
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
支
援
す
る
た
め
、

身
近
な
場
所
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
行
政

手
続
き
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
方

法
・
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
学

べ
る
無
料
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
講
習
会

を
、
令
和
３
年
６
月
か
ら
全
国
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

講
習
会
で
は
総
務
省
指
定
の
研
修
を
受

け
た
講
師
が
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、

講
習
会
は
ど
な
た
で
も
、
何
度
で
も
受
講

で
き
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り

便
利
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
不
安
の
あ
る
方

ご
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
ご
家
族
や
ご
友

人
の
な
か
で
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
は
じ
め

た
い
」
と
お
考
え
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

様
々
な
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
講
座

の
内
容
は
、
講
習
会
を
実
施
す
る
団
体
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
全
国
の
携
帯
電
話

の
シ
ョ
ッ
プ
等
を
中
心
と
し
た
「
全
国
展

開
型
」
の
団
体
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
活
用
に
つ
い
て
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ

「
応
用
講
座
」
を
取
り
扱
い
ま
す
。
一
方

で
、
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
た
企
業
等

を
中
心
と
し
た
「
地
域
連
携
型
」
の
団
体

で
は
「
応
用
講
座
」
に
加
え
、
電
源
の
入

れ
方
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
な
ど
、

基
本
的
な
操
作
方
法
を
含
め
た
「
基
本
講

座
」
も
取
り
扱
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下

記
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
の
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
に
、
各
講
座
の
内
容
を
解
説
す

る
動
画
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
の
動
画

を
見
る
こ
と
で
、
ご
自
宅
で
も
講
習
会
の

内
容
を
復
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ら
、
周
囲
の
皆
さ
ま
も
受
講
の
ご
予
約
を

お
手
伝
い
い
た
だ
く
な
ど
、
積
極
的
な
応

援
や
あ
と
押
し
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
講
習
会
等
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

講
習
会
等
を
開
催
す
る
地
域
で
定
め
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
へ
の
感
染

症
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
よ
く
確
認

し
て
内
容
に
従
う
こ
と
と
し
、
感
染
拡
大

防
止
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。　
　
　

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
講
習
会

等
の
実
施
も
可
能
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
3
年
1
月
に
公
表
さ
れ
た
内
閣
府

の
世
論
調
査
で
は
、
60
歳
代
の
方
の
25
・

７
％
、
70
歳
以
上
の
方
の
57
・
８
％
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
利
用
で
き
て
い
な
い

と
回
答
し
て
お
り
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ

れ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
デ
ジ
タ
ル
機

器
を
活
用
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
等
の
情

報
通
信
技
術
を
利
用
で
き
る
方
と
利
用
で

き
な
い
方
と
の
間
に
生
じ
る
格
差
の
こ
と

は
、「
デ
ジ
タ
ル
格
差
」
や
「
デ
ジ
タ
ル
・

デ
バ
イ
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
国
で

は
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
よ
り
、
一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
、
多
様
な
幸
せ
が
実
現
で
き

る
社
会
を
目
指
す
た
め
、「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
、
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
総
務
省
で
は
高
齢
者
等
の
デ
ジ
タ

ル
に
不
慣
れ
な
方
々
が
デ
ジ
タ
ル
活
用
の

恩
恵
を
受
け
、
生
き
生
き
と
よ
り
豊
か
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進
事
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

講
習
会
で
は
、
基
本
的
な
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
い
方
か
ら
、
応
用
的
な
オ
ン

ラ
イ
ン
行
政
手
続
き
の
利
用
方
法
ま
で
、

　

デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
の
講
習
会
は
、
無

料
で
、
ど
な
た
で
も
受
講
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
以

下
の
手
順
で
、
講
習
会
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

⑴ 

ま
ず
、
お
近
く
で
開
催
し
て
い
る
講
習

会
を
確
認
し
ま
す
。
下
記
お
問
い
合
わ

せ
先
に
お
電
話
い
た
だ
く
か
、
専
用
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
、
お
近
く
で
開

催
し
て
い
る
講
習
会
の
申
込
窓
口
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で

は
、
地
域
ご
と
に
、
開
催
し
て
い
る
講

習
会
情
報
や
申
込
窓
口
の
連
絡
先
を
検

索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑵ 

次
に
、
講
習
会
の
申
込
窓
口
に
直
接
、

「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
」
の
講
習
会
に

参
加
し
た
い
と
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⑶ 

当
日
、
無
料
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
講

習
会
に
よ
っ
て
は
、
必
要
な
持
ち
物
を

ご
案
内
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
申
し
込
み
時
等
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進
事
業
に
お
け

る
講
習
会
で
は
、
下
記
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
掲

載
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
等
を
設
置
し
て
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

MIC
NEWS

06
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
方
法
が
無
料
で
学
べ
る
！

デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
の
講
習
会
を
全
国
で
実
施
し
て
い
ま
す

「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進
事
業
」

と
は
？

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」

講
習
会
で
何
が
学
べ
る
の
？

講
習
会
に
参
加
す
る
に
は
？

高齢者におけるデジタルデバイドの現状

問：あなたはスマートフォンや
　　タブレットを使用して
　　いますか？

60 歳台の 25.7％、
70 歳以上の 57.8％が
スマートフォン等を　
利用できていない

※出典：内閣府広報室「情報通信機器の利活用に関する世論調査」（2021年１月22日公表）
・期間：2020年 10月１日～11月15日
・対象：全国18歳以上の日本国籍を有する者3,000人（有効回収数：2,015人）
・目的：情報通信機器の利活用に関する国民の意識を把握し、今後の施策の参考とする。

講習会の様子

●�講習会の実施場所によって、参加には事前申し込みが必要な場合が
あります。また、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加
者の定員を設けている場合があります。
●�取り扱う講座は、講習会の実施場所または講習会の実施団体ごとに
異なります。受講をお考えの場合は、事前にお電話にての予約・確
認をお願いいたします。

お問い合わせ先

TEL：03-5974-0129

【デジタル活用支援の講習会情報に関する連絡先】
デロイトトーマツファイナンシャルアドバイザリー
合同会社（執行団体）

Email: info@ml.digi-katsu.go.jp

こちらからデジタル活用支援講習会の検索ができます。

【デジタル活用支援　ポータルサイト】

https://www.digi-katsu.
go.jp/

その他注意点

応用講座

① マイナンバーカードの申請方法

② マイナポータルの活用方法

③ マイナポイントの申込方法

④  e-Tax の利用方法

⑤ オンライン診療の利用方法

⑥ �地方公共団体が提供するオンライン
サービスの利用方法または地域にお
けるオンライン行政手続の実施方法

⑦ �新型コロナワクチン接種証明書アプ
リを用いた接種証明書の発行方法

⑧ �健康保険証利用の登録・公金受取口
座の登録

携帯ショップ等、地域の公民館等

全国展開型事業者（携帯キャリア）
地域連携型事業者（地域の ICT企業や
団体等）

実施講座

実施場所

実施団体

基本講座

① 電源の入れ方、ボタンの操作方法�

② 電話のかけ方、カメラの使い方�

③ アプリのインストール方法�

④ インターネットの利用方法�

⑤ メールの利用方法�

⑥ 地図アプリの利用方法�

⑦ SNSの利用方法

⑧ �スマートフォンを安全に使うため
のポイント

地域の公民館等

地域連携型事業者（地域の ICT企業や
団体等）

講座の種類

デジタル活用支援推進事業ロゴマークとポスター
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11
月
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
、「
地
方
の
か
が

や
き
」
で
ご
紹
介
し
た
の
は
加
古
川
市
で

す
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
市
の
中
心
部
を

流
れ
る
加
古
川
と
共
に
発
展
し
て
き
た
街

で
す
。

　

古
く
は
水
運
で
賑
わ
っ
て
い
た
と
の
こ

と
で
す
が
、
現
在
は
、
河
川
敷
を
活
用
し

た
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
に
よ
る
河
川
敷

で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
で
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
河
川
敷
で
は
ド
ッ
グ
ラ
ン

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
、
遊
具
等
の
整
備

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
更
な
る
盛
り
上
が

り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
で
も
活

用
さ
れ
た
の
が
D
e
c
i
d
i
m
と
い

う
ツ
ー
ル
で
す
。
加
古
川
市
で
は
こ
の

D
e
c
i
d
i
m
を
積
極
的
に
活
用
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
市
が
市
民

の
意
見
を
聴
く
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
間

の
議
論
を
促
し
、
市
の
施
策
に
反
映
し
て

い
く
と
い
う
新
た
な
市
民
参
加
に
よ
る
街

づ
く
り
の
形
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
加
古
川
市
の
地
場
産
業
の

一
つ
に
靴
下
が
あ
り
ま
す
。
地
元
の
高
校

生
を
中
心
に
記
念
日
に
靴
下
を
贈
り
物
と

し
て
定
着
さ
せ
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
時
期
で
す
が
、
贈

り
物
の
一
つ
と
し
て
加
古
川
市
の
靴
下
も

選
択
肢
に
入
っ
て
き
そ
う
で
す
。

（
広
報
室　

K
・
O
）

編 集 後 記editor ial  note

�広報誌 ｢総務省｣ についてのご意見・ご要望は、FAXまたは電子メールでお寄せください
FAX ▶ 03-5253-5174　MAIL ▶ kohoshi@soumu.go.jp

　

愛
知
県
半
田
市
で
は
、
ご
家
族
や
ご

近
所
さ
ん
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
新
た
に
申
請
す
る
方
が
３
人
以
上

集
ま
れ
ば
、
予
約
申
請
日
に
市
職
員
が

市
内
の
ど
こ
へ
で
も
伺
い
無
料
で
写
真

撮
影
、
申
請
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
発
行
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
、
申
請
者
の
ご
自
宅
に
簡
易

書
留
郵
便
で
お
届
け
。

　

さ
ら
に
！
出
張
申
請
で
カ
ー
ド
を
申

請
し
た
方
に
は
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
／
Ｑ

Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
Ｐ
ａ
ｙ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
か
ら
は
専
用
車(

マ
イ

ナ
ち
ゃ
ん
号)

で
の
出
張
申
請
も
始
ま

り
、
更
な
る
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

市
内
を
走
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
Ｃ
Ｍ
を
放
映

し
て
い
ま
す
。
乗
ら
れ
た
際
は
ぜ
ひ
バ

ス
内
の
Ｔ
Ｖ
モ
ニ
タ
ー
に
も
注
目
し
て

く
だ
さ
い
ね
！

マイナンバーカード普及促進の取組事例を紹介！

愛
知
県
半
田
市

３
人
集
ま
れ
ば

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
も
ら
く
ら
く
！

専
用
車
で
市
内
ど
こ
へ
で
も
伺
い
ま
す
！

出張申請で使用する専用車、マイナちゃん号

コミュニティバス内
でのＣＭ放映の様子

お
受
け
取
り
に
な
っ
て
い
な
い
簡
易
生
命
保
険
の

保
険
金
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
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民
営
化
前
の
簡
易
生
命
保
険
に
つ
い
て
、

保
険
金
等
を
お
受
け
取
り
い
た
だ
い
て
い

な
い
お
客
さ
ま
に
「
保
険
金
等
支
払
案
内

書
」
の
送
付
に
加
え
、
郵
便
局
員
等
に
よ

る
手
続
案
内
、
か
ん
ぽ
生
命
に
よ
る
電
話

連
絡
等
に
よ
り
、
で
き
る
だ
け
早
く
お
受

け
取
り
い
た
だ
く
よ
う
ご
案
内
し
て
お
り

ま
す
が
、
ま
だ
お
受
け
取
り
い
た
だ
い
て

い
な
い
保
険
金
等
が
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
保
険
証
書
を
ご
確

認
の
上
、
ご
請
求
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
お
引
越
し
等
に
伴
う
住
所
変
更

の
お
手
続
き
が
さ
れ
て
い
な
い
と
、
重
要

な
お
知
ら
せ
を
お
届
け
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

お
近
く
の
郵
便
局
、郵
送（
メ
ー
ル
オ
ー

ダ
ー
）
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
か
ん

ぽ
生
命
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
）

で
住
所
や
電
話
番
号
の
変
更
の
お
手
続
き

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

お問い合わせ先は、最寄りの郵便局、かんぽ生命の支店、またはかんぽコールセンターまで

受付時間　（平日/9:00～21:00、土・日・休日/9:00～17:00※1月1日～3日を除きます）
　※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、変更となる場合がございます。
　※「保険証書」や「ご契約内容のお知らせ」により、契約内容・保障内容等をご確認ください。
　※個人情報保護のため、契約者などご本人さまからのお電話をお願いいたします。

●かんぽコールセンター　　　　　　　　Tel.  0120-552-950（通話料無料）
　ご高齢のお客さま専用コールセンター　Tel.  0120-744-552（通話料無料）

●独立行政法人 郵便貯金簡易生命保険管理・郵便局ネットワーク支援機構
　https://www.yuchokampo.go.jp/topics/attent_kampo.html

※郵政博物館提供

いま一度、保険証書をご確認ください

見本
見本

見本 見本

見本

※民営化前の簡易生命保険契約に基づく保険金等の支払については、民営化後も政府保証が継続しています。
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